
明
る
い
選
挙

選
挙(

投
票)
に
関
す
る

各
種
デ
ー
タ

選
挙
は
、
住
民
が
政
治
に
参
加
し
、
主
権

者
と
し
て
自
由
な
意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な

機
会
で
す
。

平
成
17
年
の
４
町
合
併
に
よ
る
朝
来
市

制
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
降
、
朝
来
市
に
お
け

る
投
票
状
況
が
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き

た
の
か
、
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
の
推
移
は
？

Ａ

平
成
17
年
５
月
８
日
執
行
の
朝
来
市
長

選
挙
で
は
、
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
は
約

2
万
8
千
人
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
人
口

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
直
近
の
選
挙
で
あ

る
令
和
４
年
７
月
10
日
執
行
の
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
で
は
約
2
万
4
千
人
と
、

17
年
余
り
の
間
で
約
4
千
人
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

Ｑ

投
票
区(

投
票
所)

の
数
は
？

Ａ

生
野
地
域
が
９
箇
所
、
和
田
山
地
域
が

20
箇
所
、
山
東
地
域
が
12
箇
所
、
朝
来
地

域
が
12
箇
所
、
全
市
で
は
53
箇
所
で
す
。

市
役
所
生
野
庁
舎
、
本
庁
舎
、
山
東
庁

舎
、
朝
来
庁
舎
で
は
、
告
示(

公
示)

日
の

翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
の
間
、

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
朝
日
集
会
所
で

は
、
選
挙
期
日
前
日
の
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
あ
朝
来
市
に
お
け
る
投
票
状
況
は
？

年代別投票率
(R4.7参院選)

18・19歳 25.40%

20代 31.91%

30代 50.95%

40代 58.67%

50代 66.36%

60代 76.25%

70代 76.03%

80代以上 49.28%

高
く
、
次
い
で
国
の
選
挙(

衆
院
・
参
院)

、

県
の
選
挙(

県
議
・
知
事)

と
投
票
率
が
低

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
朝
来
市
に
お
け
る
投
票
状
況
の

特
徴
の
１
つ
と
し
て
、
投
票
者
に
占
め
る

期
日
前
投
票
者
の
割
合(

期
日
前
投
票
率)

が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
近
年
で
は
投
票

者
の
約
半
分
が
期
日
前
投
票
を
行
っ
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
で
の
期
日
前
投
票
率
54.

18
％
は
、
県

平
均
の
35.

60
％
、
全
国
平
均
の
35.

88
％

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

年
代
別
の
投
票
率
で
は
、
80
代
以
上
を

除
き
、
若
い
世
代
ほ
ど
投
票
率
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
の
活
動

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
有
権

者
が
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
進

ん
で
投
票
に
参
加
し
、
選
挙
が
公
明
・
適

正
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
私
た
ち
の
意
思
が

正
し
く
政
治
に
反
映
さ
れ
る
選
挙
を
進
め

る
た
め
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

街
頭
啓
発
活
動

選
挙
期
間
中
に
街
頭
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
７
月
の
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
際
し
、
イ
オ
ン
和
田
山
店
周

辺
で
買
物
に
来
ら
れ
た
方
、
約
２
０
０
人

に
投
票
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

選
挙
出
前
授
業

選
挙
体
験
を
通
し
て
選
挙
に
親
し
み
を

持
つ
こ
と
で
、
政
治
や
投
票
の
大
切
さ
を

認
識
し
、
主
体
的
に
社
会
へ
参
画
す
る
力

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年
か

ら
市
内
の
小
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校
に
選
挙
に
関
す
る
出
前
授
業
の

呼
び
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

選
挙
器
材
の
貸
出

選
挙
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
実
際
の
選
挙
で
使

用
し
て
い
る
投
票
箱
や
記
載
台
な
ど
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
主
に
児
童

会
選
挙
や
生
徒
会
選
挙
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
自
治
会
の
選
挙
な
ど
で
も
ぜ
ひ

活
用
く
だ
さ
い
。

Ａ

選
挙
の
種
類
や
そ
の
年
の
選
挙
の
争
点

に
よ
る
投
票
率
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
近

年
の
投
票
率
は
、
お
お
む
ね
50
％
後
半
～

70
％
近
く
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
県

内
他
市
町
と
比
較
し
て
も
、
高
い
水
準
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
朝
来
市
に
お
け
る
投
票
率

は
合
併
当
初
と
比
べ
る
と
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
の
影
響
も
あ
り
、
下
降
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。

選
挙
の
種
類
ご
と
に
見
て
い
く
と
、
市

の
選
挙(

市
議
・
市
長)

ほ
ど
投
票
率
が

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
メ
ン

バ
ー
（
委
員
）
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
選
挙
啓
発
・
投
票
環
境
向
上
の
活

動
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
次
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
朝
来
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
】

０
７
９-

６
７
２-

６
１
１
５

（
市
役
所
総
務
課
）

去
る
９
月
16
日
、
恒
例
の
明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
を

開
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
将
来
の
有
権
者

で
あ
る
市
内
の
小
中
学
校
、
高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
を
通
じ
て
選

挙
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
応
募
の
あ
っ
た
作
品
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
、
明
る
い
選
挙
推

進
の
意
義
を
広
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

審
査
会
で
は
、
優
秀
賞
７
点(

小
学
校
２

点
、
中
学
校
５
点)

、
入
選
17
点(

小
学
校

４
点
、
中
学
校
15
点)

を
決
定
し
ま
し
た
。

【

受
賞
作
品
は
裏
面
に
掲
載
】

令和５年度も
募集する予定です。

たくさんのご応募
お待ちしています！

発
行

／
朝
来
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

朝
来
市
選
挙
管
理
委
員
会

発
行
日
／
令
和
５
年
４
月
５
日

【

第
６
号
】

☏

棒グラフ上端の数値は当日有権者数

※H25.10市長、H27.4県議、H29.4市長
は無投票

※在外選挙人は含まない



↑生野中学校２年 

原
はら

  静佳
し ず か

 さん 

↑和田山中学校１年 

坂本
さかもと

 悠衣
ゆ い

 さん 

↑和田山中学校１年 

髙本
こうもと

 明奈
あ き な

 さん 

↑和田山中学校１年 

大垣
おおがき

 育人
や す と

 さん 

↑生野小学校５年 

平澤
ひらさわ

 咲里香
え り か

 さん 

↑梁瀬小学校５年 

西
にし

  絆希
き ず き

 さん 

↑枚田小学校５年 

西垣
にしがき

 聡恵
さ と え

 さん 

↑大蔵小学校６年 

三宅
み や け

 唯花
ゆ い か

 さん 

↑生野中学校１年 

大川
おおかわ

 咲真
さ く ま

 さん 

↑生野中学校１年 

本谷
ほんたに

 莉央
り お

 さん 

↑生野中学校１年 

松下
まつした

 颯希
さ つ き

 さん 

↑和田山中学校１年 

高階
たかしな

 愛理
あ い り

 さん 

↑和田山中学校１年 

長野
な が の

 紗英
さ え

 さん 

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
作
品

特 集
↑

梁
瀬
小
学
校
１
年 

 

木
下

き
の
し
た 

宗 そ
う

亮 す
け 

さ
ん 

↑

中
川
小
学
校
６
年 

伊
藤

い
と
う 

み
な
み 

さ
ん 

↑

和
田
山
中
学
校
１
年 

齊
藤

さ
い
と
う 

綾
乃

あ
や
の 

さ
ん 

↑

和
田
山
中
学
校
２
年 

藤
原

ふ
じ
わ
ら 

結
菜

ゆ
う
な 

さ
ん 

↑

和
田
山
中
学
校
２
年 

㔟
溜

せ
い
だ
ま
る 

夢
依

ゆ
い

 

さ
ん 

↑

和
田
山
中
学
校
２
年 

西 に
し 

 

泰
佑

た
い
す
け 

さ
ん 

↑

梁
瀬
中
学
校
３
年 

大
林

お
お
ば
や
し 

友
莉

ゆ
り

 

さ
ん 

中
学
生
の
部

15
点

小
学
生
の
部

4
点

小
学
生
の
部

2
点

中
学
生
の
部

5
点

↑生野中学校２年 

東垣
ひがしがき

 寿音
こ と ね

 さん 

↑和田山中学校２年 

抜井
ぬ く い

 梨月
り つ き

 さん 

↑和田山中学校２年 

足立
あ だ ち

 洋成
ようせい

 さん 

↑和田山中学校２年 

藤井
ふ じ い

  舞
まい

 さん 

↑和田山中学校２年 

𠮷
よし

田
だ

 大晴
たいせい

 さん 

↑和田山中学校２年 

野崎
の ざ き

 愛結
み ゆ

 さん 

※

受
賞
者
の
学
校
名

及
び
学
年
は
応
募

時
点
の
も
の
で
す
。

↑

最
終
選
考
の
様
子

令和４年度は、１２５点の作品応募がありました。
和田山中学校で美術を担当する先生から、審
査のポイントなどのレクチャーを受けながら、受
賞作品を選抜しました。


